
ました。彼は他の雑誌にも旅の話の中で 「嬉

しい とか悲 しい とか簡単に説明のできない不

思議な感情 というのはまだまだ沢山あって、

その うちの半分にすら巡 り合っていないんだ

ろうなと思 う。そ う思 うとなんだか嬉 しい。

長 く生 きてい く甲斐がある」 と書いています。

日々の簡単に説明ので きない感情を大事にし

ている彼が書いた本だからこそ私は共感 し、

感動したのだと思います。この本は、日々を淡々

と過ごすのではなくた くさん感 じてた くさん

考えること。また、日々の生活から発見する色々

な事への感情 を大事 にしてほしい。 と言って

いるような気が します。そ して、私はこの本

に出会 えたことで感動する ものに出会 えた喜

びを知 りました。

今世の中にはたくさんの出版物、情報があ

ふれかえっています。時に何 を信 じればいい

のかわか らな くなることさえあ ります。こう

いう時代 だからこそわくわ くするようなもの

に出会 ったときの感情は貴重だと思 うのです。

私は、本学 にない資料や文献のコピーを他

機関から取 り寄せる仕事 をしています。先 日

到着 した資料 を見て目を輝かせている利用者

がい ました。そういう利用者のお手伝いがで

きたことに喜びを感じ、もしかしてみなさんが、

感動す る本に出会 うか もしれない場所で働い

ていること、またその感情 に仕事を通 して共

有できることに幸せを感じます。

ホーム

ぺ 〔コ響

Mv favorite book

角川書店

「街の声を聴きに」

著者/利重剛 発行/1998

レファレンス課 熊井あつさ

著者である利重剛 との出会いは、私が中学

生の時テレビ ドラマに出ている俳優 としての

彼で した。その後映画監督、エ ッセイス トと

しても活躍していることを知 り、彼の著書 「街

の声 を聴 きに」 に出会い ました。これは彼が

訪れた街についてや、ふ とした日常のことを

書いた もので毎 日の生活の中で出会った様々

な出来事についての考えや感情を素直に綴っ

ています。例えば、散歩に行った時の話、好

きな場所(空 間)の 話、街で出会 った人のこ

となどなど。

私の生活は、毎 日同 じことの繰 り返 しでお

もしろくな く、嫌な事があると不満だらけで

で も生きてい くためには仕方がない事 もあるし、

自分 なりに良いように解釈 したりして過 ごし

ていました。でもこの本は、考えて生 きること。

考え方1つ で輝いた毎日を送れること。面白

くない人生を送 っているのな らそうい う生活

を作 っているのはほかならぬ自分 自身だとい

う当た り前のことを気づかせてくれたのです。

嫌なこと悲 しいことがあって もその感情があ

るということは生 きている証拠なんだと。今は、

嫌なことがあって もその感情が生 まれたこと

に幸せでい られる自分がいます。

例えば、雨降 りの 日は仕事 に行 くのが嫌で濡

れるとイライラした り、でも彼は 「雨が降 り

はじめた時に次 々と傘の花が咲いて街の色が

さ一っと一斉に変わってい くあの感 じはいい

なと思う」 と書いているのです。私は今 まで

傘 を花が咲 くようになんて見たことがな く、

こんなふ うに感 じられる彼は素敵だと思いま

した。それか ら私は雨の 日が少 し好きにな り


